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洋
菓
子
店
「
㈲
モ
ン
シ
ェ
リ
ー
」
目
洋
光
台
日
と
「
欧
風
値
ｆ
フ
リ
ア
Ｊ
ド
ー
ル
」
＝
岡

村
Ｈ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
洋
光
台
第
四
小
学
校
と
岡
村
小
学
校
心
児
童
が
デ
ザ
イ
Ｊ
し
た
口

－
ル
ケ
ー
キ
を
製
品
化
し
、
期
間
限
定
で
販
売
す
る
。
地
一
認
子
ど
も
た
ち
と
心
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
地
域
の
人
が
愛
着
を
持
つ
よ
う
な
商
品
を
め
ざ
す
。

「
よ
＆
ま
聊
つ
」
宸
畠

　
今
回
の
企
画
は
、
市
内
産
の

ハ
チ
ミ
ツ
と
卵
を
使
用
し
、
横

浜
商
工
会
議
所
南
部
支
部
が
中

心
と
な
っ
て
間
発
し
た
洋
値
子

ブ
ラ
ン
ド
「
よ
こ
は
ま
お
や
つ
」

の
新
企
画
。
２
０
１
３
年
に
同

プ
ラ
ン
ド
の
焼
き
菓
ｒ
を
開
発

９

鮭
・
販
売
し
た
８
つ
心
洋
菓
子
店

な
ど
で
構
成
す
る
「
ヨ
コ
ハ
マ

八
二

。
１
＆
エ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
委
貝
会
」
が
主
催
し
、

今
年
の
春
か
ら
温
め
て
き
た
。

今
回
は
生
値
子
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
人
が
愛
着
を
持
て
る
よ

う
な
商
品
を
め
ざ
し
て
、
近
隣

小
学
校
の
児
童
が
デ
ザ
イ
ン
し

Ｅ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
∴
Ｔ

ル
ケ
ー
キ
を
製
品
化
す
る
。

完
成
品
に
子
ど
も
ら
感
激

　
洋
弐
昌
モ
ン
シ
ェ
リ
ー
で

II

k.、.Z ●－･

-・皿

茜yi

田
浦
社
長
（
後
列
左
）
と
ケ
ー
キ
を
手
に
す
る
洋
光
台
繁
四
小
の
児
童
た
ち
（
写
真
上
）

完
成
し
た
ケ
ー
キ
に
っ
い
て
高
田
オ
ー
ナ
ー
石
に
質
問
す
る
岡
村
小
の
児
童
た
ち
（
写
翼
下
）

間日間日目口|目口|||間|川||日

は
、
街
探
検
の
授
業
を
通
じ
交

流
心
あ
っ
た
洋
光
台
第
四
小
２

年
２
組
の
児
童
が
デ
ザ
イ
ン
を

担
当
。
約
背
類
の
案
か
ら
多

数
決
で
４
つ
が
選
ば
れ
た
。

　
１０
月
２
１
目
に
は
、
同
店
心
田

涌
良
介
社
長
が
究
成
し
た
ケ
ー

キ
を
持
っ
て
同
校
を
訪
問
。
紫

い
も
の
ペ
ー
ス
ト
と
星
形
の
ク

ッ
キ
ー
で
夜
察
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
『
夜
空
の
四
Ｉ
ル
ケ
ー
キ
硲
、

同
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
新
芽
」
を

模
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
星
形

の
ク
ッ
キ
ー
を
乗
せ
た
薪
芽

心
に
こ
に
こ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
ー

な
ど
が
お
披
露
目
さ
れ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
「
デ
ザ
イ
ン
が
ケ

ー
キ
に
な
っ
て
娯
し
い
」
と
感

激
し
き
り
。
田
浦
社
長
は
「
夢

心
あ
る
ケ
ー
キ
を
考
え
て
く
れ

て
嬉
し
い
。
小
さ
な
子
ど
も
も

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

材
料
を
選
ん
で
作
っ
た
、
仲
良

く
食
べ
て
」
と
話
し
た
。

　
岡
村
心
欧
風
菓
子
フ
リ
ア
ン

ド
ー
ル
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
作
り

の
授
業
で
交
流
心
あ
っ
た
岡
村

小
の
児
童
に
デ
ザ
イ
ン
を
依

頼
。
３
年
生
を
中
心
に
約
背

類
が
集
ま
り
、
回
店
心
高
ｍ
良

一
オ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
心
特

徴
を
取
り
入
れ
祠
小
梅
口
１

を
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　
ケ
ー
キ
は
１
０
月
習
に
開
校

で
お
披
露
目
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン

を
応
募
し
た
児
童
ら
が
完
成
品

を
楽
し
み
に
集
ま
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
心
デ
ザ
イ
ン
に
は
岡
村

の
名
物
「
梅
」
を
使
っ
た
も
心

が
多
く
、
完
成
品
で
は
甘
く
煮

た
梅
の
果
肉
を
ゼ
リ
ー
や
ベ
ー

ス
ト
状
に
し
て
使
用
。
高
田
オ

ー
ナ
ー
は
「
梅
の
味
を
活
か
し

た
ケ
ー
キ
を
作
る
た
め
試
行
錯

誤
し
た
。
何
度
も
失
敗
し
た
が
、

げ
酸
っ
ぱ
い
昧
に
仕
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
明
か
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
完
成
品
を
食
い

入
る
よ
う
に
見
つ
め
［
す
ご
い
］

「
美
味
し
そ
う
」
と
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
μ
ん
で
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
は
、
モ
ン
シ

ェ
リ
ー
で
は
１
１
月
１
０
口
ま
で
、

相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

磯
子
公
会
堂
で
１
１
月
７
日

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

は
Ｈ
月
７
口
出
、
磯
子
公
会
堂

３
階
会
議
室
２
、
３
Ｔ
Ｒ
磯

子
駅
徒
歩
５
分
）
で
相
続
や
遺

言
の
無
料
相
談
会
を
行
う
。

　
「
相
続
手
続
き
を
し
な
い
ま

ま
だ
と
ど
ぅ
な
る
の
」
「
夫
の
財

ｌ

●-　●

高
田
所
長
か
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

産
は
確
実
に
妻
に
相
続
さ
れ
る

心
」
と
い
っ
た
疑
問
や
、
遺
。
ｄ

書
の
書
き
方
な
ど
、
磯
子
区
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て

活
動
す
る
高
田
所
長
と
、
協
力

事
務
所
の
書
士
ら
が
親
身
に
相

談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
翌
～
５

磯■時

子ii °
区政希
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フ
リ
ア
ン
ド
ー
ル
で
は
Ｈ
月
Ｉ

口
か
ら
習
ま
で
販
売
。
こ
れ

ま
で
の
「
よ
こ
は
ま
お
や
つ
」

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
＼

製
‥
皿
と
同
様
に
、
売
Ｌ
余
の
一

部
は
地
域
に
寄
付
さ
れ
、
様
々

な
活
動
に
役
収
て
ら
れ
る
。
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藍
染
筒
描
の
迫
力
に
感
動

「
さ
く
ら
い
」
で
来
月
1
4
日
ま
で

　
藍
染
デ
ザ
イ
ナ
ー
杉
戸
裕
隆

さ
ん
に
よ
る
藍
染
筒
描
展
示
会

が
、
岡
村
の
「
と
ん
か
つ
沁
と

ん
さ
く
ら
い
」
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
Ｈ
月
１
４
日
ま
で
。

　
店
内
に
は
、
杉
戸
さ
ん
が
来

月
１
４
目
に
公
開
さ
れ
る

映
画
「
Ｆ
Ｏ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｔ

Ａ
」
の
た
め
に
制
作
し

た
筒
描
「
茶
道
具
」
や

［
唐
獅
ｆ
牡
丹
］
な
ど

６
作
品
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

　
同
店
を
訪
れ
た
客
た

ち
は
、
食
事
を
楽
し
み

な
が
ら
作
品
を
鑑
賞
。

蔽
邑
と
白
で
こ
れ
ほ

ど
力
強
い
氾
が
描
け
る

な
ん
て
」
と
感
勤
し
た

筒
描
を
鑑
賞
し
な
が
ら
食
事
を
楽
し
む
客
た
ち
様
．
ｒ
で
話
し
て
い
た
。

区防犯協会磯

－
四

栄
誉
銅
章
を
受
賞

田
　
　
　
長
年
の
取
り
組
み
を
評
価

い

区
連
合
町
内
会
長
で
一
区
内
心
白
主
防
犯
謐
の
向
1

‐
‐

ぬ
門
対
燧

安
全
運
動
中
央
大
会
」
で
防
犯

栄
誉
銅
硲
を
受
賞
し
た
。

　
高
田
さ
ん
は
、
１
９
９
５
年

に
磯
子
浜
西
町
内
会
穴
拉
に

就
任
し
て
以
来
、
地
政
？
晶

に
立
っ
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や

広
報
啓
発
活
動
に
取
り
紺
み
、

賞
状
を
受
け
取
る
高
田
さ
ん
（
右
）

・
詩
及
に
努
め
て
き
た
。
こ
う

し
た
長
年
の
功
労
が
評
価
さ

れ
、
公
益
財
団
法
人
全
国
防
犯

鴎
会
連
合
会
（
太
田
美
明
会
長
）

か
ら
同
啄
が
贈
ら
れ
た
。

　
１
０
晶
□
に
は
、
磯
子
警
察

署
で
山
目
雅
見
署
長
か
ら
同
び

の
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
高
田

さ
ん
は
「
大
変
恐
縮
し
て
い
ま

す
。
磯
子
は
比
較
的
安
全
な
街

で
す
が
、
今
後
も
、
特
に
振
り

込
め
詐
欺
の
被
害
阻
出
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

挨
拶
。
山
口
署
長
は
「
長
年
地

域
の
安
全
・
安
心
活
動
に
ご
尽

力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
ズ
／
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
贈
っ
栴

- 一 一

ペイスターズ

ラ
ミ
レ
ス
新
監
督
が
会
見

優
勝
に
意
気
込
み

　
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
土
　
今
季
最
ド
位
に
沈
ん
だ
で
Ｉ

ズ
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ラ
ミ
レ
ス
ム
の
．
拵
建
を
託
さ
れ
た
同
駝
督

新
監
督
（
怒
が
１
０
月
２
１
目
、
は
、
「
筒
香
、
梶
谷
を
軸
に
チ
ー

横
浜
市
中
区
の
ホ
テ
ル
で
就
任

会
見
を
行
っ
た
。
「
選
手
時
代
を

過
ご
し
た
横
浜
で
キ
ャ
リ
ア
を

。
排
ス
タ
ー
ト
で
き
る
の
は
う
れ

し
い
。
優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
来
季
の
抱
負
を
語

っ
た
。
背
番
吋
は
８
０
で
、
２
年

契
約
。一｀･初めてのさつまいも掘り一

親子１２０人が体験

ム
を
作
っ
て
い
き
、
さ
さ
い
な

こ
と
も
し
っ
か
り
こ
な
せ
る
チ

ー
ム
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。

　
現
役
時
代
は
人
気
公
人
を
ま

ね
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

す
る
な
ど
、
フ
ァ
ン
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
が

ノペ

響皿匹

でVｻｲﾝをつくるﾗﾐﾚｽ新監督]

と
笑顔･

ス
は
選
手
に
引
き
継
い
で
も
ら

い
、
球
場
心
中
で
は
搾
え
た
い
」

と
、
引
き
立
て
役
に
ま
わ
る
考

え
だ
。

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
出
身
で
、
日

本
球
界
で
は
２
０
０
１
年
か
ら

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
や

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ッ
で
プ
レ
ー

し
、
打
点
ｆ
な
ど
の
タ
イ
ト
ル

を
数
多
く
獲
得
。
１
２
年
、
四
一
年

は
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
在
籍
し
、

来
目
し
た
外
国
人
で
は
初
と
な

る
通
算
２
０
０
０
本
安
打
を
達

成
し
た
。
現
役
引
退
後
は
指
導

者
を
目
指
し
、
今
年
は
オ
リ
ッ

ク
ス
バ
フ
ァ
四
Ｉ
ズ
心
巡
回
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
た
。

　
同
監
督
を
一
目
み
よ
う
と
会

昌
男
ホ
テ
ル
ま
で
足
を
運
ん

だ
、
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
暦

３０
年
の
伊
東
剛
史
さ
ん
（
４
０
）

は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
控
え

る
と
い
う
の
は
本
気
の
表
れ
で

は
な
い
か
。
勝
て
る
強
い
チ
ー

ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
込
め
て
い
た
。

　氷取沢町のさつまいも畑で10月

１８日､未就学児と保護者を対象とし

たさつまいもの収穫体験か行われ

た｡主催はJA横浜磯子支店で､区地

域子育て支援拠点いそピヨが共催。

　当日は３８組､約１２０人の親子か

参加｡長靴を脱いで泥だらけになり

ながら収穫する子どもの姿も見ら

れ､初めてのさつまいも掘りには

しやいでいた｡参加した保護者は｢な

かなかできない体験かできて良かっ

た｣と感想を話した｡体験か終わる

と､参加者たちは大きなビニール袋

かいっぱいになるほどのさつまいも

を持ち帰っていた。

広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
登
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

●

学
校
図
書
の
修
理
法
学
ぶ

図
書
館
講
座
に
１
８
人

　
「
こ
う
い
う
壊
れ
方
し
た
本
、

あ
る
あ
る
」
－
。
区
内
の
小

・
中
学
校
な
ど
で
図
ｔ
‥
に
関
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
開
講
さ
れ

た
「
本
心
修
即
講
座
」
が
１
０
月

習
、
磯
鈴
国
府
館

一
で
始
ま
っ
た
。

　
　
講
師
を
務
め
た
の

｀
は
、
長
年
本
の
修
理

　
活
動
に
取
り
組
ん
で

。
お
り
、
市
内
で
も
草

　
分
け
的
な
グ
ル
ー
プ

　
で
あ
る
「
木
の
修
理

　
い
そ
ご
」
の
メ
ン
バ

ｔ
ｌ
。
こ
の
目
の
初
級

バ
。
絢
に
は
人
が
参
加

｀
し
、
傷
ん
だ
ハ
ー
ド

（
カ
バ
ー
の
本
を
材
料

破
れ
た
ペ
ー
ジ
を
修
理
す
る
参
加
者
た
ち
に
し
て
「
背
表
紙
が

緩
ん
で
い
る
場
合
」
や
「
ペ
ー

ジ
が
破
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
」

な
ど
の
補
修
方
法
を
学
ん
だ
。

　
学
校
図
書
で
は
、
ｆ
ど
も
た

ち
に
人
気
の
あ
る
児
童
向
け
の

物
語
な
ど
、
熱
心
に
読
み
込
ま

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
傷
ん
で
し

ま
う
本
が
目
八
つ
と
い
う
。
参

加
者
も
［
何
度
も
聞
か
れ
て
背

表
紙
が
緩
み
、
ペ
ー
ジ
が
取
れ

て
し
ま
う
本
を
よ
く
見
か
け

る
］
な
ど
話
し
な
が
ら
、
修
・
坪

心
必
要
性
を
確
認
し
て
い
た
。

　
講
師
は
、
修
理
に
使
う
道
具

に
っ
い
て
も
「
ま
ず
は
家
庭
に

あ
る
も
心
や
身
心
回
り
に
あ
る

も
の
を
活
用
し
て
、
活
動
に
無

坪
が
生
じ
な
い
範
囲
で
取
り
組

む
こ
と
が
人
事
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
手
軽
に
予
に
入
る
道
具
な

ど
教
わ
り
な
が
ら
修
理
に
っ
い

て
学
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－
一
一

」
磯
子
区
版
／
ｋ
3
7
8
r
N
O
r
‐
U
I
年
（
平
成
2
7
年
）
1
0
月
2
9
日
團
。
孝
一

3
1
日
に
防
災
フ
ェ
ス
タ

　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
防
災

や
減
災
行
動
に
っ
い
て
体
験
し

洋
光
台
南
公
園
で

考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
磯
丿
区
防

災
フ
ェ
ス
タ
」
が
３
１
目
、
洋
毘

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
説
明
も
聞
け
る
（
写
真
は
昨
年
）

台
雨
公
園
（
洋
光
台
６
昌
）

で
開
か
れ
る
。
磯
ｒ
消
防
署
、
・

消
防
団
主
催
。

　
昨
年
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
心

ｓ
ｓ
９
９
９
９

１ｙ

５
ミ
ヤ
函
嫂

さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
か
ら
防

災
体
験
エ
リ
ア
を
加
え
「
防
災

フ
ェ
ス
タ
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
初
開
催
す
る
。

　
当
日
は
、
ヘ
リ
Ｊ
プ
タ
ー
の

離
着
陸
訓
練
見
学
の
ほ
か
、
防

災
体
験
エ
リ
ア
で
は
、
起
震
車
、

模
擬
消
火
体
験
、
子
ど
も
川
消

防
服
の
試
着
が
で
き
る
。
「
ｆ
ど

も
か
ら
人
人
ま
で
楽
し
く
体
験

し
な
が
ら
防
災
・
減
災
に
っ
い

て
学
べ
ま
す

1
‐
‐
と
主
催
者
。

　
嘔
前
申
込
不
。
要
、
荒
火
中
ふ
Ｌ

（
少
雨
決
行
・
雨
の
場
合
は
洋

瓦
台
第
四
小
学
校
体
育
館
で
防

災
体
験
を
実
施
）
。
午
前
９
時

智
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。
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で
行
わ
れ
、
梅
林
杉
田
一

パ
ー
を
１
２
対
３
で
破
り
Ｉ

交流スペースを開設

Ⅲ|目口||||目|||||Ⅲ目口|||||目|||聞||||lllllllll

　
横
浜
市
は
１
１
月
か
ら
性
的
少
数
者
ら
を
対
象
に
し

た
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
Ｆ
ｒ
・
ｌ
ｅ
ｎ
ｄ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
よ
こ

は
ま
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。
市
が
性
的
少
数
者
に
対

し
具
体
的
な
支
援
策
を
実
施
す
る
心
は
初
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
（
※
）
へ
の
坪
解
を
求
め
る
声
が
全
国
的
に
高
ま

る
中
、
差
別
や
偏
見
な
ど
の
解
消
を
目
指
す
。

　
同
所
は
男
征
ハ
同
参
画
セ
ン

タ
ー
横
浜
（
戸
塚
区
）
？
室

を
使
い
、
第
１
・
３
七
曜
日
の

月
２
回
開
所
す
る
。
初
回
は
日

月
７
日
。
対
象
は
性
的
少
数
者

お
よ
び
家
族
や
教
員
ら
。
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
利
用
者

が
安
心
で
き
る
環
境
で
情
報
収

集
や
交
流
で
き
る
場
を
提
供
す

る
。
事
業
は
Ｗ
女
共
同
参
画
推

進
協
会
（
四
〇
４
５
・
８
６
２

・
５
０
５
２
）
に
委
託
。

　
市
は
今
年
２
月
頃
か
ら
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
心
支
援
策
を
検
討
。
６
月

に
は
２
０
人
以
志
当
嘔
者
あ

意
昆
交
換
を
実
施
し
た
。
「
自

分
を
偽
ら
ず
に
気
胞
［
っ
た
人

と
話
し
た
い
］
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
情
報
は
あ
る
が
、
何
か

正
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
の
意
見
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
設

匿
を
決
め
た
。
ま
た
、
臨
床
心

理
面
に
よ
る
個
別
専
門
相
談
事

|||||||||||‖‖lmll‖||||||||||||||lllllllllHIIIIIII

業
も
Ｈ
月
か
ら
開
始
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
心
啓
発
や
支
援
策
を
推
進

し
、
ｊ
罫
‥
が
偏
見
な
く
過
ご

せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
「
・
民
開
に
は
限
界
が
あ
る
。

行
政
が
行
う
こ
と
に
意
義
が
あ

る
」
と
話
す
の
は
、
性
的
少
数

者
に
様
々
な
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
心
星
野
慎
二

代
表
。
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
巾
の
事
業
に
も
協

力
す
る
。
同
法
人
が
運
営
す
る

交
流
ス
ペ
ー
ス
（
神
奈
川
区
）
は
、

昨
年
度
約
６
０
０
人
が
利
用
。

現
在
は
運
営
費
を
ま
か
な
う
た

め
有
料
だ
が
、
県
心
助
成
金
が

あ
っ
た
数
年
前
ま
で
は
無
料
で

開
放
し
、
約
１
０
０
０
人
の
利

用
者
が
い
た
と
い
う
。

　
進
学
を
機
に
地
方
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
同
性
愛
者
心
な
性

（
１
９
）
は
同
所
を
「
自
分
が
解

放
さ
れ
る
字
間
」
と
評
す
る
。

「
存
在
は
前
か
ら
知
っ
て
い
て
、

『
横
浜
は
い
い
な
¨
と
思
っ
て
い

た
』
と
話
す
。
星
野
代
表
は
「
家

族
に
相
談
し
に
く
い
当
事
者
に

と
っ
て
、
仲
間
と
出
会
え
る
場

所
は
貴
重
。
中
高
生
か
通
い
や

す
い
よ
う
、
市
内
に
数
カ
所
あ

る
と
い
い
」
と
話
す
。

　
「
条
例
よ
り
環
境
整
備
を
」

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
っ
て
は
今

年
４
月
、
東
京
都
渋
谷
区
が
同

性
カ
ッ
プ
ル
を
結
婚
相
当
心
関

係
と
認
め
る
条
例
を
制
定
す
る

な
ど
全
国
的
に
関
心
が
高
ま
り

磯子ＲＣ

　　区

つ
っ
あ
る
。
巾
担
当
者
は
「
当

嘔
者
が
孤
立
し
な
い
環
境
整
備

が
先
決
」
と
し
、
今
の
と
こ
ろ

条
例
は
視
野
に
入
れ
て
い
な
い

と
言
及
。
星
野
代
表
も
、
認
悪

度
を
高
め
る
一
定
の
効
果
は
あ
・

る
と
し
っ
っ
も
、
適
応
さ
れ
る

人
は
限
定
的
と
し
「
ま
ず
は
社

会
・
認
識
を
変
え
る
こ
と
」
を
課

題
に
あ
げ
る
。
市
は
年
度
内
に

課
題
を
洗
い
出
し
、
来
年
度
以

降
の
方
向
性
を
探
る
方
針
だ
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
：
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
頭
恥
ｙ
性
的
少
数
者
を
指
す
。

に
テ
ン
ト
を
寄
贈

　
　
　
奉
仕
活
動
の
一
環

　
横
浜
磯
ノ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
根
本
克
犬
貧
）
は
１
０
月

匹
一
日
、
磯
子
区
役
所
を
訪
れ
、

テ
ン
ト
を
寄
贈
し
た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
区

内
を
中
心
に
地
域
奉
什
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
心
寄
贈
は

そ
の
一
環
。
寄
贈
式
に
は
、
根

本
会
長
な
ど
会
員
が
参
湘
。
小

林
。
直
幸
区
長
に
目
録
を
ｒ
渡
し

た
日
写
真
。
根
本
会
長
は
「
何

か
磯
子
区
の
お
役
に
立
て
れ
ば

ホ
テ
ル
で
学
ぶ
「
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
術
」

1
1
月
３
日
　
プ
ロ
が
教
え
る
戸
建
て
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生

　
住
宅
再
生
９
ハ
イ
オ
ニ
ア
、

住
友
不
動
産
㈱
心
「
新
築
そ
っ

く
り
さ
ん
」
。
同
社
心
人
気
企

画
「
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
術
セ
ミ

ナ
ー
」
が
、
Ｈ
月
３
口
㈲
に
、

階Ｉ

「
カ
ー
ル
ト
ど
で
開
催
さ
れ
る
。

Ｆ
約
制
。
参
加
は
、
ケ
ー
キ
と

お
茶
付
き
で
１
人
５
０
０
円
（
税

込
）
。

　
当
日
は
、
経
験
豊
富
な
建
築

士
が
「
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
」
心

実
例
を
た
っ
ぷ
り
紹
介
。
戸
建

　　　　　　内容

知っておきたいﾏﾝｼｮﾝﾘﾌｫｰﾑの基礎

戸建てリフォームセミナー

　時間

10:00～

11:30～

と
テ
ン
ト
を
贈
ら
せ
て
頂
い
た
。

ぜ
ひ
有
効
に
使
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

13:00～これからのマンションリフォーム

14:30～戸建てリフォームセミナー

　　希望のクラスを選んで申込みを

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

　
小
林
区
長
は
、
先
月
の
磯
子

ま
つ
り
で
ロ
ー
タ
リ
ー
グ
ラ
ブ

が
行
っ
た
乳
が
ん
啓
発
心
ピ
ン

て
か
ら
、
制
約
が
多
い
マ
ン
ケ

ョ
ン
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
、
初

め
て
の
人
に
も
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
く
れ
る
。
「
建
て
替
え

で
悩
ん
で
い
る
」
「
使
い
づ
ら
い

間
取
り
を
変
更
し
た
い
」
「
収

納
を
増
や
し
た
い
」
「
キ
ッ
チ
ン

や
浴
室
の
位
置
を
変
え
た
い
」

な
ど
と
考
え
て
い
る
人
は
、
解

決
す
る
ヒ
ン
ト
が
見
つ
け
ら
れ

る
は
ず
。
中
占
物
件
を
購
入
予

定
の
人
も
必
見
だ
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、
無

料
の
個
別
相
談
会
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。
図
面
を
持
参
す
れ
ば
、

間
取
り
変
。
史
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
、
プ
ロ
の
現
点
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る
。
参
加
ｒ
約
一

問
合
せ
は
、
圃
０
１
２
０
・
５

０
５
・
４
７
０
．

ク
リ
ボ
ン
活
動
に
も
触
れ
。
日

頃
心
奉
仕
活
動
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

弼畝裔Ｓ
ａ1
1
Ｉ

ｉ賎双眼厦諏釆巌
㎜Ｗ

１

１

く
Ｉ
ｊ

霖

の

　
ま
た
、
磯
子
区
役
所
か
ら
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。
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一

梅
林
杉
田
が
２
季
連
続
優
勝

区
秋
季
少
年
野
球
大
会
で

　
第
１
１
３
回
磯
子
区
少
年
野

球
大
会
兼
第
１
回
丿
一
Ｃ
Ｏ
Ｍ

旗
争
奪
少
年
野
球
大
会
の
決
勝

戦
が
１
０
月
１
８
目
、
洋
光
台
球
場

訂

しス

た
。
梅
林
杉
田
は
春
季
大
会
に

続
く
２
季
連
続
の
優
勝
。

　
大
会
は
、
９
月
６
目
に
開
幕
。

１
８
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
争
わ
れ
、

春
季
大
会
堡
器
梅
林
杉
田
は

Ｉ
回
戦
を
シ
ー
ド
に
。
２
回
戦

は
、
ハ
‥
季
大
会
準
決
勝
で
接
戦

を
演
じ
た
根
岸
丸
。
ツ
イ
ン
ズ

と
対
戦
。
今
大
会
で
も
１
点
を

延
長
戦
へ
。
こ
こ
で
も
互
い
に

譲
ら
ず
同
点
の
ま
ま
、
大
会
規

定
に
よ
り
抽
選
で
勝
敗
を
決

め
、
３
回
戦
へ
駒
を
進
め
た
。

続
く
準
々
決
勝
で
も
岡
村
ク
ラ

ブ
に
３
対
２
と
辛
勝
。
準
決
勝

で
は
杉
の
子
ク
ラ
ブ
に
６
対
―

で
勝
利
し
た
。

　
須
田
幸
雄
監
督
は
「
春
の
大

会
で
も
大
接
戦
と
な
っ
た
根
岸

丸
一
ツ
イ
ン
ズ
戦
を
勝
ち
抜
け

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。
準
々

決
勝
か
ら
は
、
徐
々
に
選
予
た

ち
が
伸
び
伸
び
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
、
練
習
の
成
果
を
出

争
う
Ｍ
開
と
な
り
、
５
対
５
で
Ｉ
す
こ
と
が
で
き
た
の
が
勝
因
で

決
着
が
っ
か
ず
特
別
ル
ー
ル
巴
は
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
7
8
２
０
１
５
年
（
平
成
2
7
年
）
1
0
月
”
一
日
南
号

優勝した梅林杉田ナイン
一 一

｢ゆきげ｣

エ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
横
浜
で
お
葬
式
勉
強
会

１
１
月
５
日
午
前
1
0
時
半
～
　
家
族
葬
・
お
葬
式
の
不
安
を
安
心
に

そ
ろ
そ
ろ
他
人
事
で
は
な
い

お
葬
式
の
こ
と

　
「
公
近
は
、
お
秤
式
に
参
・
列

す
る
機
会
が
す
っ
か
り
減
っ
て

し
ま
っ
て
…
」
。

　
・
ぶ
族
だ
け
の
お
柿
式
が
増
え

て
い
る
へ
／
、
初
め
て
の
お
葬
式

経
馳
で
喪
ド
に
な
る
ケ
ー
ス

実際の祭壇を展示

も
。
周
り
に
お
柿
式
の
こ
と
を

き
く
人
も
お
ら
ず
、
「
最
近
心
お

葬
式
事
情
が
わ
か
ら
な
い
」
、

「
喪
主
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
」
、
「
お
葬
式
の
費
用
が
心
配
」

な
ど
、
不
安
や
疑
問
を
持
つ
人

も
多
い
よ
う
だ
。

葬
儀
の
不
安
を
解
消
で
き
る

話
題
の
無
料
勉
強
会

　
こ
ん
な
不
安
や
疑
問
を
「
す

っ
き
り
解
消
で
き
る
」
、
「
と
て

も
役
立
つ
」
と
、
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
、
す
で
に
県
内
で

３
万
２
千
人
以
ト
が
参
加
す
る

ほ
ど
話
題
と
な
っ
て
い
る
、
コ

ー
プ
・
生
協
の
葬
儀
サ
ー
ビ
ス

「
ゆ
き
げ
」
が
、
県
内
各
所
で

開
催
し
て
い
る
「
お
葬
式
勉
佳
‐
‐
る
。
同
社
で
は
「
１
０
時
か
ら
受

会
」
だ
。

　
こ
の
勉
強
会
が
１
１
月
５
日

湘
、
午
前
１
０
時
で
か
ら
正
午
ま

で
、
エ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
横
浜
で
開

催
さ
れ
る
。
当
日
は
、
実
際
心

葬
儀
会
場
で
「
ゆ
き
げ
」
の
祭

壇
を
展
示
し
、
費
用
や
お
葬
式

の
流
れ
を
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
わ

か
り
や
す
く
解
説
。
ま
た
、
実

際
に
相
談
が
あ
っ
た
事
柄
を
中

心
に
編
集
さ
れ
た
葬
儀
関
連
の

冊
子
を
無
料
進
７
．
さ
ら
に
万

が
。
の
と
き
に
役
収
。
つ
「
学
習

会
参
加
会
員
証
」
（
提
ふ
で
ゆ

き
げ
秤
基
準
内
料
余
心
Ｉ
％
還

元
付
）
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
１
０
時

１ヽ３０

分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

」
と
話
し
て
い
る
。

県
内
に
Ｉ
Ｏ
Ｏ
カ
所
近
い
斎

場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
㈱
コ

ー
プ
総
合
葬
祭
は
県
内
望
協

が
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
弔

事
の
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
会
社
で
安
心
で
き
る
。

　
参
加
申
し
込
み
は
ド
ー
記
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
朝
９
詰
分
～

夕
方
５
時
翌
）
、
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
２
４
時
間
対
応
）
へ
。

ま
た
、
資
料
請
求
の
み
の
希
望

に
も
対
応
し
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
問
合
せ
を
。

-

幄］
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広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
萱
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ
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目
旧
４
‐
怯
１
～
５
貼
忿
添
公

辺
羅
（
余
沢
区
総
ａ
庁
舎
内
）

々
て
Ｃ
判
ぷ
を
個
伺
哩
。

予
約
受
付
／
一
般
社
団
法
人
法

一
で
無
料
相
談
会
を
行
う
。
離
婚
、
一
務
・
税
務
研
究
所

一
不
倫
、
Ｄ
Ｖ
、
相
続
、
不
動
彦
一
四
〇
４
５
・
６
８
１
・
９
９
９
６

一
問
題
丿
灸
ヽ
労
働
間
嗣
択
一
（
電
話
受
付
全
昆
時
ふ
時
）

⊇
岩
節
税
、
遺
。
、
‥
ｔ
‥
、
遺
i
E
y

n
w
w
w
.
i
o
u
m
u
‐
z
e
i
m
u
.
o
r
9
/

￥
ｔ
Ｗ

’
２

ｎ
‐

９

～
～

～
・
－

に

３ ０
分
前
か
ら
参
加
受
付
同

一

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
－
・
・
－
・
－
・
・
・
”
・
－
・
・
・
・
－
・
‘
・
・
・
・
－
・
・
・
・
’
・
－
・
－
・
・
・
－
’
・
‘
・
・
・
・
’
・
‘
・
・
・
・
’
・
－
・
・
－
・
・
・
・

始
問
合
せ
は
｀
Ｗ
Ｅ
シ
ョ
ッ
プ

ー

い
そ
ご
洋
光
台
店
四
〇
４
５
‐
‐

８
３
２
・
３
５
０
８
へ
。
　
一

¬

お
い
し
い
東
北
」
一
堂
に

被
災
地
応
援
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

川
崩
‥
皿
も
取
り
揃
え
て
お
り
、

も
ち
ろ
ん
試
食
も
可
能
。
商
品

は
当
日
持
ち
帰
り
の
ほ
か
指
定

一
場
所
へ
記
送
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
注
文
（
着
払
い
）
も

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
&
&
&
a
&
a
&
&
R
a
R
&
R
&
R
&
n
&
n
&
n
&
&
&
￥
&
a
&
n
￥
&
￥
R
&
M
&
a
&
a
&
M
&
M
&
a
M
M
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
一
一
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ヽ
被
災
中
心
地
の
察
港
な
ど
一
一
　
東
北
心
隠
れ
た
名
産
品
が
集
一
　
東
北
心
良
材
を
使
っ
た
料
月
一
で
き
る
。

大
災
害
時
の
自
衛
隊
・
米
軍

　
９
月
に
発
生
し
た
洪
水
は
茨

城
県
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
さ
に
自
然
災
害

心
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
テ
レ
ビ
で

一
は
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
な
ど

一
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助

一
活
動
が
映
さ
れ
、
そ
の
緊
迫
し

｝
た
光
景
か
ら
隊
昌
た
ち
窪
踊

｛
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

一
よ
う
な
大
災
害
時
に
お
け
る
救

一
助
体
制
心
・
構
築
が
大
変
屯
要
な

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
地
震
発
生
時
に
は
先

日
の
洪
水
の
規
模
で
な
く
、
東

日
本
大
震
災
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
広
範
囲
の
被
害
が
Ｆ
想

さ
れ
、
自
衛
隊
や
在
日
米
軍
に

よ
る
応
急
活
動
か
咀
。
要
で
す
。

　
東
日
本
人
心
災
時
、
自
衛
隊

は
全
国
の
部
隊
、
米
ボ
は
米
本

ヒ
や
沖
縄
の
部
隊
が
参
加
し
、

大
規
損
な
統
合
作
戦
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
災
害
直

1

1jT一

－　　－
i県政ﾚﾎﾟｰﾄ民主党
H護

E〒231名588横浜市中区日本大通1

；TEL045-21Cﾄﾌ620

Ehltp//dp｣-kanagawa.c・m/

l㎜i昶
；㎜

が
使
用
不
能
と
な
る
中
で
、
由

紀
浴
や
三
沢
基
地
な
ど
周
辺

一一

ま
る
「
東
北
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」

が
１
１
月
１
目
か
ら
３
日
ま
で
、

地
域
の
施
設
が
弔
問
な
役
割
を
一
一
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
＝
神

果
た
し
ま
し
た
。

一
玉
川
区
鶴
程
町
２
昌
の
７

そ
こ
で
神
奈
川
県
に
お
い
て
一
一
で
開
催
さ
れ
る
、
主
催
は
東
口

も
μ
大
地
震
の
想
定
の
ド
、
息

衛
隊
や
米
ボ
と
の
協
力
を
盛
り
Ｉ

本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
活
動

に
取
り
組
む
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
３

込
ん
だ
「
地
域
防
災
計
画
」
な
二
Ｉ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
伊
藤
朋

ど
宣
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
｛
一
子
代
表
珂
嘔
｝
。

す
。
一
日
天
災
害
が
起
こ
れ
ば
竺
・
・
ｉ
・
＝

民
間
の
力
で
は
ど
ぅ
す
る
こ
と
一

も
で
き
ず
、
ま
さ
に
広
域
行
政
一

で
あ
る
県
が
県
・
民
心
生
命
と
財
一

彦
を
し
っ
か
り
と
守
る
役
目
を
Ｉ

･ － － － ! - ! O O g M ･ ! ･ 1
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し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
一
一

Ｊ
た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
何
方

向
と
緊
密
な
連
絡
体
制
を
構
築
一

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
県
民
の
安
全
、

安
心
を
守
る
心
が
国
や
県
心
重

荏
役
割
だ
か
ら
で
す
・
　
一

－一一

道路，

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
い
て
い
る

同
法
人
。
フ
ェ
ア
は
被
災
地
心

産
業
復
興
支
援
が
目
的
。
「
食

べ
て
応
援
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
海
・
産
物
・
野
菜
・
フ
ル
ー

ツ
・
酒
・
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
食

の
｛
七
庫
で
あ
る
東
北
心
逸
‥
皿
を

展
示
販
売
す
る
。

　
お
得
な
セ
ッ
ト
商
品
や
贈
答

産
学
３
者
と
協
定
締
結

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
応

　
横
浜
市
道
路
局
は
２
目
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
処
す

る
た
め
、
横
浜
建
設
業
協
会
（
上

志
田
順
司
会
長
）
、
横
浜
市
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
（
山

本
実
会
長
）
、
横
浜
甲
吠
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
学
院
都
市
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
言

　
時
間
は
午
後
１
時
～
７
時

（
２
目
は
午
前
Ｈ
時
～
、
３
口
は

午
前
Ｈ
時
～
午
後
４
時
）
。
イ

ベ
ン
ト
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
同
法
為
ｆ
０
７
０
・
５
５
７

７
・
５
３
９
４
（
火
水
余
／
午

後
１
時
～
７
時
）
か
、
メ
ー
ル

l
u
K
K
O
K
l
t
c
n
e
g
K
a
n
a
g
a

w
a
3
1
1
’
Ｒ
へ
。

た
財
源
で
維
持
管
理
を
行
え
る

よ
う
、
様
々
な
撹
点
や
新
し
い

技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
対

応
し
よ
う
と
い
う
試
み
。
昨
年

一
に
月
に
国
人
の
研
究
院
と
道
路

局
が
協
定
を
締
結
し
て
い
る

研
究
院
（
佐
上
原
聡
院
長
）
と
、
‐
‐
が
、
今
回
は
「
産
」
が
仙
っ
た

連
携
協
力
協
定
を
結
ん
だ
。
　
こ
と
で
、
道
路
局
の
ｆ
塚
文
雄

　
こ
れ
は
急
速
に
老
朽
化
が
進
局
長
は
「
設
計
施
1
1
心
部
分
で

行
し
て
い
る
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
は
産
の
力
が
重
要
。
大
学
心
高

な
ど
の
保
全
吏
新
に
、
限
ら
れ
度
な
技
術
を
活
川
し
な
が
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
酋
で
力
を
へ
ぃ
わ
せ
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た

　
今
後
は
、
実
際
心
橋
梁
を
使

っ
て
の
補
修
や
補
強
に
関
す
る

｀
‐
‐
‐
‐
‐
・
｀
‐
‐
‐
‐
｀
‐

３
Ｒ
夢
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
「
イ
ー
オ
」
も
登
場

新
技
術
の
試
験
施
丁
、
ロ
ボ
ゴ

ト
や
カ
メ
ラ
の
撮
新
点
検
技
術

の
実
用
性
の
検
証
な
ど
を
取
り

紺
む
Ｆ
定
。

- - 一 一

ｓ国籍豺が一数

Ｊ
Ｕ
‐
Ｑ

ｌ
ｓ
ｏ

ｊ

乙
ゝ
ノ

一
｀
一
Ｉ
Ｊ
ｊ
ｓ

宍
に
対
し
、
啓
発
グ
ヴ
ズ
腎
　
習
に
プ
昌
球
ド
ラ
フ
ト

駝
布
や
３
Ｒ
に
関
す
る
ア
湊
一
会
議
が
聞
か
れ
た
。
今
年
も
ス

Ｉ
ト
を
実
施
。
横
浜
巾
が
進
め

る
「
ヨ
コ
ハ
マ
３
Ｒ
夢
（
ス
リ
ム
）

プ
ラ
ン
」
へ
の
坪
解
や
、
食
べ

残
し
、
手
つ
か
ず
の
食
品
、
い

わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
が
市
内

で
年
間
約
２
万
ト
ン
出
て
い
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
、
ご
み
減
量

を
呼
び
掛
け
た
。

　
根
岸
に
住
む
Ｅ
婦
は
「
３
Ｒ

と
い
う
。
。
。
腿
は
知
っ
て
い
る
け

ど
、
な
か
な
か
実
践
で
き
て
い

な
い
。
ま
ず
は
不
必
要
な
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
す
」
と
訊
し
て
い
た
。

タ
ー
候
捕
が
続
々
指
名
さ
れ
た

が
、
私
が
他
の
地
域
を
担
当
し

て
い
た
際
に
取
材
し
た
少
年
野

球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
リ
ス

ト
に
名
を
連
ね
た
。
当
時
小
学

６
年
生
だ
っ
た
少
年
が
甲
ｆ
園

で
活
躍
し
、
ド
ラ
フ
ト
で
指
名

さ
れ
た
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ

た
。
ぜ
ひ
プ
ロ
の
邑
界
で
も
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

￥
７
’

”
Ｓ
“
１
Ｋ
ｓ
ｇ
‐
ｎ
９
“
ｇ
’
ｌ
ｙ
ｅ
’
”

７

社
　
　
　
　
海
老
名
゛
足
柄
の
上
下
線

不
動
産
無
料
相
談
会

横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
て

Ｐ
Ｏ
法
人
ヨ
コ
ハ
マ
総
合

不
動
・
涯
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協

会
に
よ
る
「
第
２
３
回
な
ん
で
も

、
コ
無
料
相
談
会
」
が
Ｈ
Ｈ
話
日
州

ｗ
　
・
に
行
わ
れ
る
。
当
日
は
弁
護
ト

Ｍ
　
や
不
動
産
馬
市
な
ど
心
一
‥
分
野

Ｔ
心
国
・
否
格
ぶ
ヽ
不
動
叢

協
定
書
に
サ
イ
ン
し
た
、
左
か

ら
手
塚
局
長
、
土
志
田
会
長
、

山
本
会
長
、
佐
土
原
研
究
院
長

一 一 -

「
終
活
」
に
役
立
つ
冊
子

読
者
1
0
0
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
人
生
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
「
今
を
よ

り
よ
く
生
き
る
」
た
め
の
「
終

活
」
。
で
も
、
自
分
の
終
末
の
考

え
を
ど
ぅ
や
っ
て
家
族
に
伝
え

た
ら
い
い
か
。
ま
た
、
親
や
伴

到
に
「
も
し
も
心
と
き
心
希
哨
」

を
、
ど
ぅ
や
っ
て
聞
け
ば
い
い

心
？
と
悩
む
人
は
多
い
。

　
そ
ん
な
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
、
「
ゆ
き
げ
」
で
は
、
冊
子
【
そ

ろ
そ
ろ
他
人
ご
と
で
は
な
い
人

生
心
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
を
製
作

t溜管

　一Cij1、

ぷ?
ゆきげ

し
た
。
こ
れ
を
読
む
こ
と
で
、

家
族
で
話
し
貪
う
時
に
役
立
つ

情
報
や
、
納
得
で
き
る
お
葬
式

の
た
め
の
準
備
ポ
イ
ン
ト
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
こ

の
冊
ｆ
を
㈱
コ
ー
プ
総
八
１
１
柿

祭
、
会
社
創
高
周
年
を
記
念

し
て
本
紙
読
者
Ｉ
Ｏ
Ｏ
人
に
無

料
送
付
す
る
。

　
「
ゆ
き
げ
」
の
㈱
コ
ー
ブ
総

合
葬
祭
は
、
県
高
生
協
の
共

同
出
資
で
設
収
さ
れ
た
仏
事
心

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
会
社
で
安
心
、
申
し
込
み
は
、

ゆ
き
げ
案
内
セ
ン
タ
ー
ー
Ｏ
Ｉ

２
０
・
６
８
８
・
９
９
０
（
９

時
半
～
１
７
時
半
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

（
討
間
受
付
）
へ
。

【
資
料
請
求
折
７
５
２
１
ｏ
】

横浜商議所

引
や
賃
貸
借
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、

相
続
、
税
金
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

珊
な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
相
談

に
応
じ
る
。
お
前
ｐ
約
吋
。
午

前
１
０
時
か
ら
午
後
４
騎
横
浜

市
建
築
局
他
が
後
場

　
㈱
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
（
宇
月
習
ま
で
常
備
さ
れ
ま
す
。

由
加
成
社
長
）
は
中
日
本
エ
ク
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
の
ゆ
る
キ

シ
ス
株
式
会
社
（
勝
美
雄
次
社
ャ
ラ
「
み
ち
ま
る
く
ん
」
の
紹

長
、
本
社
必
知
県
名
占
屎
巾
）
介
や
同
Ｓ
Ａ
内
で
行
わ
れ
る
イ

の
協
力
に
よ
り
、
期
間
限
定
の
ベ
ン
ト
等
の
案
内
、
各
飲
食
店

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
脊
Ｉ
ビ
ス
で
使
え
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
券

エ
リ
ア
特
別
版
２
０
１
５
年
秋
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

烈
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
　
東
名
高
速
道
路
・
Ｌ
記
サ
ー

　
紙
、
㈲
は
東
名
高
速
道
路
（
海
ビ
ス
エ
リ
ア
ご
利
用
の
際
は
、

老
名
Ｓ
Ａ
Ｔ
ド
線
）
」
及
び
「
足
ぜ
ひ
、
お
于
に
収
っ
て
ご
愛
読

柄
Ｓ
Ａ
（
ト
ド
線
）
」
内
に
Ｈ
・
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

人
形
の
家
で
「
プ
リ
ン
セ
ス
」
展

誤
認

　
プ
リ
ン
セ
ス
に
ま
っ
わ
る
肖

直
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
．
々
に

展
示
さ
れ
た
「
プ
リ
ン
セ
ス
ド

リ
ー
ム
涙
」
が
横
浜
人
形
心
家

戸｀ぺ
一

「

四
〇
４
５
・
６
３
３
・
２
１
９
４
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
前
に
川
田
さ
ん

ま
ち
歩
き
冊
子
を
発
行

地
元
目
線
で
見
ど
こ
ろ
紹
介

　
横
浜
商
．
Ｌ
会
議
所
は
、
ま
ち

歩
き
冊
ｒ
「
よ
こ
は
ま
さ
ん
ぽ

目
和
」
＝
写
真
＝
を
発
行
し
た
。

横
浜
心
新
し
い
魅
力
を
伝
え
、

地
域
観
光
や
地
域
経
済
を
活
性

化
す
る
心
が
狙
い
だ
。

　
冊
7
.
は
Ａ
４
判
、

1 0
ペ
ー
ジ
。

地
。
迂
性
ラ
イ
タ
ー
ー
と
商
議
所

反
性
職
‥
［
］
が
、
巾
販
心
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
は
違
う
地
九
目
線
で

編
集
し
た
。
「
鶴
見
駅
か
ら
總
持

よこはま

払‘ぞ胎

｡。¶ll･･畦L4

g 4 ﾀ y ｦ 1

畠Ｚ會-匈

Ｉゝ呻尋禰刄y奮gﾝＳＷＩ

大本山桜鶴
　　　　本
舶牧手町見

か
」
「
桜
木
町
駅
か
ら
野
毛
由
」

「
石
川
町
駅
か
ら
山
不
肖
洋
館
」

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
か
ら

根
岸
線
沿
線
の
５
つ
の
散
歩
コ

ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
商
議
所
の
ほ
か
、
横
浜
駅
、

桜
木
町
駅
、
新
横
浜
駅
の
観
光

案
内
所
な
ど
で
無
料
配
布
し
て

い
る
、
氏
岩
に
は
郵
送
も
可

能
。
詳
細
は
地
域
振
興
担
当
四

０
４
５
・
６
７
１
・
７
４
９
３
。

フ
．
ｙ

な・
渚

地域が見える地域がわかる

ヘ
ノ
。

ブ

私の街のタウンニュース
一

12月５日出申し込み締切:･｡正社員募集
所
蔵
の

2
0
0
点
展
示

Ｈ
中
区
山
ド
町
Ｈ
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　
同
展
で
は
、
目
本
初
公
開
と

な
る
１
８
０
０
年
～
１
９
０
０

年
代
初
頭
心
シ
ン
デ
レ
ラ
の
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
絵
本
や
イ
ギ
リ
ス

土
ゐ
記
念
品
な
ど
、
市
内
在

件
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
川
田
雅
直

さ
ん
（
凹
混
年
前
か
ら
集

め
て
き
た
約
２
０
０
点
の
コ
レ

｜

‐

－

◆長期勤続によるキャリア形成のため若年者等を採用

◆２０１６年３月大学卒業見込み者も可

編集・記者
‐

－

ク
シ
ョ
ン
が
涙
示
さ
れ
る
。

　
会
場
で
は
絵
本
の
。
俳
現
ド
レ

ス
の
展
示
や
プ
リ
ン
セ
ス
撮
影

コ
ー
ナ
ー
、
グ
ッ
ズ
販
売
も
。

Ｈ
月
習
ま
で
。
入
場
料
は
高

校
生
以
ト
７
０
０
円
、
月
曜
休
。

四
〇
４
５
・
６
７
１
・
９
３
６
１

　
開
展
に
５
組
１
０
人
招
待

　
ハ
ガ
キ
に
〒
住
所
、
氏
名
、

年
齢
を
明
記
の
Ｌ
、
〒
２
３
１

－
Ｏ
０
３
３
中
区
長
者
町
２
の

５
心
１
４
２
Ｆ
㈱
タ
ウ
ン
ニ
ュ

ー
ス
社
。
プ
リ
ン
セ
ス
ド
リ
ー

ム
展
」
係
。
１
０
月
３
１
□
必
着
。

暮鐘人数／若千名

貴格／四年制大学卒業以上､要香免(Ar限定可)

年齢/35遭位まで勤務時間/9:30～18:3C

勤‐予定地／神奈川県横浜市及ぴ川端布

椿遇／昇給年1回､賞与年2回､週休2日制､長期休

暇､社保完備､退職金制度､交通費全‐支給､社員互

助会､クラブ活動

ＳＺｇこs･包.hlloww.townnews.cojp

　　　　人と話すのが好き

　　本や新聞を読むのが好き

　　　マスコミに興味がある

　　　明るい対応が出来る

　　電話またはホームページから、

　応募書類の申し込みを行ってください。

　株式会社タウンニュース社

本社:〒225-0014横浜市青葉区荏田西2丁目1-3

TEL:045(913)4111㈹　経営管理部/和田

　
○
・
・
・
甲
丿
園
春
。
痙
５
度
の
優

勝
に
輝
い
た
名
門
を
託
さ
れ
て

数
力
月
。
冲
奈
川
心
罰
点
に
べ

っ
た
。
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
忘
れ

る
ほ
ど
、
熱
心
で
逗
子
と
汗
を

挫
折
に
学
び
喜
び
分
か
っ

Ｉ

ｙ
回
春
。
痙
５
度
の
優
流
し
た
」
。
師
・
渡
辺
一
認
昴
　
○
：
庇
会
人
野
球
で
活
躍
し

駐
督
が
築
い
た
暦
史
は
壮
大
だ

が
「
気
負
う
べ
き
で
な
い
」
と

穏
や
か
。
若
い
指
揮
・
打
が
名
門

の
誇
り
を
繋
い
で
い
く
。

た
祖
父
ら
に
囲
ま
れ
、
物
心
つ

く
頃
に
は
グ
ラ
ブ
を
手
に
。
戸

塚
中
学
時
代
は
野
茂
僥
雄
投
手

の
女
。
房
役
、
マ
イ
ク
・
ピ
ア
ザ

人
物
風
土
記

し
＝｡

&
T
j?1
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,|
,III

㎜i

㎞

，

●横浜高校硬武野球部の新監督に就任し、

　関東大会出場に導いた

題字は
匹皿乙

丿
皿平田徹ａ

洋光台在住32歳

｜

捕
手
に
悩
れ
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
コ
ン
ビ
心
傍
で
学
ん
で
１
０
年
。

た
二
目
分
は
野
球
が
ト
手
い
と
流
れ
を
絶
や
す
こ
と
な
く
「
地

思
っ
て
い
た
が
、
へ
Ｅ
く
の
無
名
域
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
横
浜
高

選
手
」
と
笑
う
。
そ
れ
が
中
３
で
、
校
を
守
り
た
い
」
。

横
浜
高
校
の
存
夏
連
覇
に
心
動
　
皇
・
「
３
６
５
目
選
手
と
泥

か
さ
れ
野
球
部
の
門
を
叩
く
。
に
ま
み
れ
、
３
年
間
心
成
長
に

「
勝
ｆ
に
運
命
を
感
じ
た
」
。
策
収
ち
会
え
る
こ
と
が
幸
せ
」
と

。
印
象
は
「
怖
い
」
の
ご
阿
「
ス
頬
を
緩
め
る
。
「
鳥
肌
が
収
つ
」

ピ
ー
ド
も
パ
ワ
ー
も
今
ま
で
の
と
Ｉ
．
。
一
リ
っ
の
は
、
教
え
ｒ
心
好
プ

野
球
と
あ
ま
り
に
違
っ
た
」
　
レ
ー
。
μ
び
は
大
げ
さ
な
ほ
ど

　
○
・
・
・
枠
折
の
多
い
選
手
生
活
表
現
す
る
。
練
習
心
数
だ
け
人

た
っ
た
。
こ
こ
ぞ
の
場
面
で
は
嘔
な
場
面
で
力
を
出
せ
る
と
説

怪
技
に
泣
き
「
ス
タ
ー
性
も
実
き
、
と
こ
と
ん
付
き
合
う
。
「
時

力
も
な
か
っ
た
’
。
思
い
が
け
ず
に
厳
し
く
、
時
に
羽
目
を
外
す
。

ト
将
に
抜
擢
さ
れ
た
の
は
２
年
選
手
の
目
線
で
一
人
ひ
と
り
を

秋
。
「
自
ら
が
最
も
厳
し
い
姿
知
る
」
。
気
持
ち
に
寄
り
添
う

勢
で
」
。
リ
ー
ダ
ー
と
認
め
ら
れ
の
は
自
ら
の
経
験
が
あ
る
か

る
べ
く
部
内
外
で
貫
い
た
意
識
ら
。
「
挫
折
が
あ
っ
て
の
成
長
。

だ
。
指
揮
官
が
度
々
か
け
る
評
知
れ
ば
こ
そ
か
け
ら
れ
る
Ｉ
．
一
。
‥
菓

価
の
。
。
‥
菓
も
竹
中
を
押
し
た
。
が
あ
る
」
。
当
時
心
苦
労
に
感

一
・
度
は
社
会
人
野
球
を
目
指
す
謝
す
る
。
今
は
次
々
に
訪
れ
る

も
、
指
導
者
と
し
て
け
校
へ
。
目
標
に
な
ち
向
か
う
だ
け
で
精

高
校
野
球
を
け
ん
引
し
よ
う
と
一
杯
。
選
手
と
苫
楽
を
共
に
成

す
る
渡
辺
覧
昌
姿
勢
、
妥
臨
長
す
る
恥
せ
を
か
み
し
め
る
。

を
許
さ
な
い
小
倉
野
球
－
″
Ｊ
「
ま
さ
に
今
、
夢
の
中
に
い
る
」



一

■
磯
子
区
版
／
ｋ
3
7
8
２
０
１
５
年

　スポーツ
チャンバラ

（
平
成
2
7
年
）

1
0
月
2
9
日
南
号

世
界
選
手
権
で
「
優
勝
め
ざ
す
」

　
㈲
や
揃
な
ど
心
簡
県
な
防
具

を
身
に
着
け
、
空
気
で
膨
ら
ま

せ
た
長
さ
回
ほ
ど
ツ
小
太

刀
’
や
、
Ｉ
Ｏ
Ｏ
ｍ
ほ
ど
の
「
長

剣
１‐
な
ど
を
使
い
、
相
Ｆ
心
打

区
内
か
ら
は
1
8
人
が
出
場

撃
を
か
わ
し
な
が
ら
。
吐
い
に
打

ち
今
う
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
」
。
そ
の
第
４
１
回
財
界
選
Ｆ

権
大
会
が
Ｈ
月
―
目
、
東
京
都

巨
川
谷
区
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ

世
界
選
手
権
に
出
場
す
る
山
王
台
ス
ポ
チ

一
一
一
一
Ｗ
・

|石工　。　　　　　　　　　j……　j ゛へ脊脚:

1…………　。。レ

寄
席
に
志
ん
輔
さ
ん
ら

南
法
人
会
が
貸
切
公
演

　
南
、
港
南
、
磯
ｆ
、
余
沢
の

４
区
の
経
営
者
を
支
援
す
る
活

動
を
行
う
公
益
社
団
法
人
横
浜

南
法
入
会
（
山
山
淳
．
．
会
長
）

一
・
″
一
一
・

古
今
亭
志
ん
輔
さ
ん

ク
公
園
総
合
運
動
場
内
心
体
育

館
で
行
わ
れ
る
。

　
世
界
各
国
か
ら
約
２
ｆ
人
の

選
手
が
参
加
す
る
同
選
ｆ
権
。

区
内
か
ら
は
、
山
王
台
小
学
校

校チで

でヤ緩
奪練ン習
習クを
をラｉｆ
ｉすプ｀う

う乙－

¬とlll
4綱手jlﾓ
i兵田付
木jﾉﾄｽ
田学ポ

　　　－……-………-
訥を打を指ラ紬ャた　がスｊ
いかち手場ク習ンＩＯ選出ポ’
てわ合にｒ）タがク月Ｔ一場チＳ

いしっ　｀も１行ラ２２権すャ・
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一

め
る
な
ど
、
幅
広
い
μ
代
に
人

気
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
、
桂
心
‥

治
さ
ん
、
紙
切
り
の
林
家
二
楽

さ
ん
、
曲
独
楽
の
こ
増
紋
之
助

さ
ん
が
出
演
す
る
。

は
、
占
今
亭
志
ん
輔
さ
ん
ら
が
　
入
場
料
１
千
円
で
頃
的
申
込

出
演
す
る
「
法
入
会
寄
席
」
を
制
。
専
用
申
込
書
は
同
会
本
部

Ｈ
月
回
向
午
後
６
時
か
ら
横
・
（
南
区
片
七
ケ
呑
ド
町
習
１
）

浜
に
ぎ
わ
い
座
＝
中
区
野
毛
町
で
配
布
申
。
開
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

＝
で
開
催
す
る
。
同
穴
の
地
域
ジ
（
町
’
ミ
～
回
心
ヨ
・

誌
。
包
献
剌
業
で
会
員
以
外
？
ｇ
普
Ｅ
悪
気
）
か
ら
も
応

参
加
も
募
る
。

　
志
ん
輔
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
ー
－
お
か
あ
さ
ん
と
い
・
っ
し

ょ
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
長
く
務

フ
ェ
ス
で
国
際
交
流

社
会
教
育
コ
ー
ナ
ー
で

　
「
２
０
１
５
い
そ
ご
国
際
交
流

フ
ェ
ス
」
が
Ｈ
月
８
目
、
横
浜

巾
社
会
教
育
コ
ー
ナ
ー
（
磯
子
）

で
開
か
れ
る
。
午
前
Ｈ
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。

一
募
可
能
、

　
問
い
合
わ
せ
は
同
へ
輦
務
局

四
〇
４
５
・
７
１
１
・
１
８
１

８
．

ム
杉
劇
に
よ
る
サ
ッ
ク
ス
演
秦
、

中
田
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歌
や
ト
ー

ク
、
タ
イ
の
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
タ
イ
の
芸
術
・
野
菜

ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
チ
犬
の
カ
ー
ビ
ン
グ
（
先
着
５
今

弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
等

無
料
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

１
１
月
８
日
　
金
沢
公
会
堂
（
要
事
前
予
約
）

あ
の
専
門
家
た
ち
が
Ｈ
月
８
一
請
求
、
成
年
後
口
宍
贈
り
等
、

３
ｏ
ｏ
円
、
．
乖
‐
か
ら
午
後
ｏ

詰
分
）
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
恚

僥
ぞ
三
レ
ズ
ン
（
先
着
各

１
０
今
ｌ
ｏ
ｏ
円
、
子
ど
も
午

前
Ｈ
時

午
後
１
一

Ｊ
Ｌ

リ吟30
分
か
ら
正
午
、
人
人

を
競
う
「
班
本
動
作
」
の
部
と
、

武
ほ
を
使
っ
て
相
ｒ
と
打
ち
合

う
「
部
内
競
技
」
「
部
外
競
技
」

の
３
部
門
に
出
場
す
る
。
浜
小

学
校
４
年
で
、
域
本
動
作
７
級

と
小
太
刀
７
級
、
描
小
太
刀
８

級
に
出
場
す
る
奥
永
悟
生
く
ん

は
「
小
太
刀
と
揃
小
太
刀
で
は

的
に
優
勝
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
今
回
は
基
本
動
作
で
も
優

勝
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。
山

王
台
小
学
校
６
年
で
基
本
動
作

５
級
、
。
刀
５
級
、
長
剣
両
手

アジア21都市　ｌ

-

武器を使って相手と打ち合う選手たち

６
級
に
出
場
す
る
宮
之
前
琉
花

さ
ん
も
「
基
本
動
作
で
は
い
っ

も
勝
て
な
い
乙
Ｊ
が
い
る
。
今
回

は
優
勝
し
た
い
」
と
話
し
た
。

持
続
的
成
長
へ
「
横
浜
穴
言
」

市
主
導
で
連
携
合
意

識課を

酋題めア
をやざ｀ジ
ta 1R しア
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一

参
ａ
Ｒ
市
皿
と
握
手
す
る
林
市
皿
（
荏

洋光台地区

区
目
で
行
わ
れ
た
。
ド
催
は
横

浜
巾
。

　
こ
心
会
議
は
、
イ
ン
フ
ラ
祭

備
や
環
境
対
策
が
必
。
登
」
さ
れ

る
新
興
国
に
、
横
浜
市
が
民
間

と
連
携
し
支
援
す
る
「
Ｙ
－
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
頃
業
」
９
桐
２
０

１
１
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い

音
楽
で
地
域
交
流

げ
ぷ
ズ
ー
・
－
Ｐ
恥

集
い
で
歌
声
を
披
露

１

k･

ステージで歌声を響かせる参加団体

ロ
ケ
地
・
横
浜
（
中
）

｜

「
住
み
た
い
街
」
目
指
し
て

　
相
模
鉄
道
は
２
０
１
０
年
以

降
、
本
格
的
に
四
ケ
受
け
入
れ

の
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　
主
な
目
的
は
「
相
鉄
」
心
認

知
度
向
上
だ
。
同
社
は
２
０
１

８
年
度
に
Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
烈
１
９

年
に
東
急
直
通
線
が
開
業
す
る

ヱ
寺
、
初
心
東
京
部
乗
り
入

れ
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
関

ロケ地マップで認知度向上狙う

る
。
今
年
は
２
１
部
市
が
参
加
。

自
治
体
主
催
の
国
際
会
議
で
は

ア
ジ
ア
最
大
級
だ
。

　
分
科
会
報
告
で
有
識
者
は
、

都
市
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と

で
民
間
か
業
を
誘
致
し
た
上
、

投
資
を
促
す
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
。
ア
ジ
ア
の
持
続
的
成
長

の
た
め
首
長
が
り
Ｉ
ダ
ー
シ
ッ

　
「
第
３
１
回
洋
光
台
音
楽
の
つ

ど
い
」
が
1
0
月
習
、
洋
光
台

第
示
学
校
で
間
催
さ
れ
、
周

辺
小
学
校
に
通
う
児
・
哨
や
地
域

で
ひ
楽
活
動
を
行
う
団
体
が
合

唱
や
演
奏
を
披
露
し
た
．

　
洋
光
台
辿
旨
自
治
町
内
会

（
。
Ｌ
勇
夫
会
長
）
が
圭
催
し

た
こ
心
イ
ペ
ン
ト
に
は
、
洋
毘

付
第
．
・
第
一
．
・
町
．
・
第
四

小
学
校
に
通
う
児
硲
の
ほ
か
、

洋
光
台
第
．
・
第
二
中
学
校
の

吹
奏
部
、
木
・
琴
部
や
地
域
で
活

動
す
る
八
１
１
唱
ク
ラ
ブ
な
ど
１
４
団

体
が
参
列
前
饗
心
部
で
は
、

児
硲
が
Ｉ
附
Ｗ
に
．
つ
だ
け
の

花
俯
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
声

」
。
鳥
に
な
れ
／
’
な
ど
を
歌
い
あ

げ
た
。

　
ま
た
、
後
ｔ
の
部
で
は
、
洋

瓦
台
ハ
ー
モ
ニ
カ
倶
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
洋
瓦
台
男
性
合
唱
団

東
圈
の
大
手
私
鉄
で
は
唯
。
、

都
内
に
乗
り
大
れ
て
い
な
か
っ

た
ゴ
あ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
東
京
、

千
葉
、
埼
．
ｋ
に
住
む
人
に
Ｐ
Ｒ

す
る
狙
い
が
あ
っ
た
」
と
同
社

担
当
者
は
話
す
。

　
ロ
ケ
実
績
は
今
年
４
月
か
ら

１
０
昌
目
ま
で
昌
件
で
、
問

い
合
わ
せ
は
約
１
２
０
件
。
場

臼
に
よ
っ
て
は
貸
切
屯
車
心
運

行
や
特
別
ダ
イ
ヤ
り
調
整
も
行

っ
て
い
る
。
今
年
３
月
に
公
開

さ
れ
た
「
ス
ト
ロ
ボ
・
エ
ッ
ジ
」

で
は
、
南
万
騎
が
原
駅
（
旭
区
）

や
い
ず
み
野
駅
（
泉
区
）
な
ど
、

い
ず
み
野
線
沿
線
が
ロ
ケ
地
と

な
っ
た
。
キ
ャ
ス
ト
や
原
作
の

プ
を
発
押
し
、
都
巾
問
で
連
携

を
図
っ
て
い
く
「
横
浜
宣
・
。
。
｛
｝

が
合
意
さ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。

　
巾
国
際
局
国
際
協
力
課
心
近

藤
隆
課
長
は
［
市
ｔ
催
で
こ
れ

だ
け
の
も
の
は
な
か
な
か
な
い
。

ア
ジ
ア
の
取
り
組
み
と
し
て
限

界
に
発
Ｕ
し
て
い
き
た
い
］
と

話
し
て
い
た
。

会
場
か
ら
は
参
加
団
体
に
大
き

な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。
会
の

最
後
に
は
、
全
員
で
「
み
ん
な

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
」
を
合
唱
し
た
。

　
三
夫
貧
は
「
児
硲
ら
の
ハ
１
１

唱
、
演
奏
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

こ
ど
も
た
ち
の
歌
声
を
地
誠
心

方
々
が
聴
く
こ
と
で
、
地
域
が

元
気
に
な
る
。
音
楽
を
通
し
て

交
流
す
る
こ
と
で
地
城
文
化
心

発
展
諮
刺
激
と
な
る
」
と
振

り
返
っ
た
。

資源循環局

この連載は､横浜市内

の映像による地域活性

化の取り組みについて

全3回で取り上げます

人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

同
社
と
製
作
会
社
が
協
力
し

「
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
」
が
初
め
て

行
わ
れ
た
。

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。
屯
巾
の
運
行
を

行
っ
た
ほ
か
、
特
設
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
。
ま
た
、
相
鉄
と

と
も
に
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
新
潟

県
四
フ
ィ
ル
ム
ヲ
ヽ
ッ
シ
ョ
ン

協
議
会
と
協
力
し
「
ロ
ケ
地
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
た
。
マ
ッ
プ

以
予
に
四
ケ
地
巡
り
を
行
う
人

心
姿
も
以
ら
れ
た
と
い
う
。

　
イ
メ
ー
ジ
向
上
ヘ

　
ロ
ケ
誘
致
を
始
め
て
、
直
接

乗
客
数
が
増
え
た
と
い
う
デ
ー

タ
は
な
い
。
し
か
し
相
鉄
グ
ル

ー
プ
の
広
報
担
当
・
飛
川
和
範

さ
ん
は
「
数
字
で
は
な
い
声
が

届
い
て
い
る
」
と
話
す
。
。
つ

が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
反

応
。
例
え
ば
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
相

数鉄
　
ロ
ケ
」
と
検
索
す
れ
ば
無

の
検
索
結
緊
が
出
て
く
る
な

ど
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
同
社
が
見
剔
え
る
心
は
「
沿

線
に
住
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う

ビ
ジ
ョ
ン
。
い
ず
み
野
線
沿
線

地
区
は
少
ｆ
高
齢
化
が
顕
著
。

回
社
は
洽
線
り
肖
開
発
と
い
う

ハ
ー
ド
叫
そ
し
て
イ
メ
ー
ジ

向
Ｌ
と
い
う
ソ
フ
ト
面
で
沿
線

を
盛
り
Ｌ
げ
た
い
思
い
が
あ
る
。

「
知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も
ら
い
、

柱
ん
で
も
ら
う
。
そ
心
た
め
心

取
り
組
み
を
今
後
も
進
め
て
い

き
た
い
」
　
　
（
つ
づ
く
）

弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　
（
公
社
）
神
奈
川
県
宅
地
住

物
取
引
業
協
会
横
浜
南
部
支
部

は
、
弁
護
卜
と
ト
他
家
胴
調
査

Ｌ
に
よ
る
不
動
産
？
Ｆ
約
制
無

料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
は

「
賃
貸
」
「
売
買
」
「
契
約
」
「
相
続
」

「
借
地
」
な
ど
法
律
関
係
に
っ
い

て
答
え
る
。
一
方
、
土
地
家
回

訓
肖
十
に
よ
る
柏
談
会
は
ぴ

２０

３
Ｒ
を
店
頭
で
Ｐ
Ｒ

横
浜
巾
資
源
筒
賀
は
１
０
月

日
、
そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
磯

j

l占

心
店
順
で
３
Ｒ
の
啓
発
活

推
進
月
間
の
一
環
で

主
催
／
宅
建
協
会

記
」
「
境
界
」
「
測
は
」
な
ど
心

各
種
相
・
頷
に
対
応
す
る
。

　
両
相
談
会
と
も
１
月
と
８
月

を
除
い
て
原
則
栂
月
第
２
火
曜

日
心
午
後
１
時
習
か
ら
必

翌
ま
で
実
施
（
相
談
時
間
Ｉ

件
習
）
。
申
込
茫
記
専
。

横
浜
南
部
支
部
・
港
南
区
上
大

岡
西
１
の
１
２
の
２
パ
ル
ポ
ー
ト

上
大
岡
３
階
（
上
大
岡
駅
３
分
）

　　丸山彰

土地家屋調査士

小木正和

　弁護士

動
を
行
っ
た
。

　
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と

は
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
心
発
生

a副昌昌

【開催時間】1時30分~4時30分

抑
制
）
、
リ
ユ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
（
．
肖
利
川
）
の
こ

ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
頭
文
字
３
つ
を
Ｉ

と
っ
た
．
．
‥
罵
１
０
月
は
国
が
言

め
る
３
Ｒ
推
進
月
間
で
あ
る
こ
一

と
か
ら
、
横
浜
巾
を
含
む
人
懸

別
区
）
が
連
携
し
、
外
地
で
キ

ヤ
阿
へ
八
巻
行
っ
て
い
る
。

一 一 -

一 一 - 一 一 一 一 - 一 一

１０月24日から２５日にかけて､区内各地で秋のおまつりか

腎催され､多くの人が会場を訪れ､賑わいをみせていた
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50周年を記念した汐見台商店会の秋

まつりでは風船をプレゼントする企画

で子どもたちか大喜び(汐見台商店会)

象
の
鼻
で
あ
す
か
ら
展
示

使
っ
た
光
の
ア
ー
ト
イ
ペ
ン
ト

｜

｜

磯子地区センターで聞かれたふれあいフェスティバルで

は館内に特設ステージか設けられ､ミニステージか練り

広げられた(磯子地区センター)

いそプラまつりでは､こどもたち

か輪ゴムでブレスレット作りに挑

戦(磯子地域ケアプラザ)

TI』
ｓ
矢
印
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ

みんな集まれ!ふくしの広場では善意銀行に

寄付した人を表彰(磯子区社会福祉協議会)

・
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
建
物

一 一 一 一

や
笑
顔
が
描
か
れ
た
果
実
袋
に

。
屯
池
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
入
れ
、
樹
木

に
飾
る
も
の
な
ど
、
新
し
い
都

巾
景
観
を
生
み
出
す
多
彩
な
作

酷
が
展
示
さ
れ
る
。

　
ほ
か
に
も
、
巾
民
団
体
が
廃

－
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ー
食
油
を
使
っ
て
作
っ
た
キ
ャ
ン

横
浜
２
ｏ
ｌ
ｓ
」
が
１
０
月
習
・
ド
ル
を
象
９
鼻
パ
ー
ク
周
辺
に

か
ら
Ｈ
月
３
目
ま
で
、
象
の
鼻
敏
べ
る
兪
画
な
ど
、
ア
ー
テ
ィ

パ
ー
ク
や
人
さ
ん
橋
客
船
タ
ー
ス
ト
以
外
の
作
Ｍ
も
多
数
値

ミ

子
ル
な
ど
で
開
か
れ
る
。
ぷ
。
県
庁
や
県
雁
史
博
物
館
の

　
宵
エ
ネ
技
術
に
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
創
造
作
を
融
合
さ
せ
、
新

た
な
夜
景
を
作
り
出
そ
う
と
巾

な
ど
が
行
う
も
心
で
５
回
目
。

　
横
浜
税
関
を
艇
人
化
し
、
プ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
あ
り
。

　
時
間
は
午
後
５
時
か
ら
１
０

時
、
問
い
合
わ
せ
は
イ
ベ
ン
ト
ー

嘔
務
局
四
〇
４
５
・
６
３
３
・
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４Ｓ
喩

騨ゆ
夜
を
飾
る
光
の
ア
ー
ト

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
太
陽
光
登
山
な
ど
の
宵
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を

巾
（
習
令
郎
巾
・
東
京
晋
一
光
の
作
品
が
並
ぶ
（
昨
年
）

あ
っ
と
ほ
Ｉ
む
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